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を調べた｡ 飼育水槽から10個体選び､縞模様のシートを設置 した水槽にl個体ずつ移入 し､
移入の向きと着底時の体軸の向きとのなす角度を10●間晴で測った｡この手順で各個体につ
き5回ずつ測定を行った｡実験個体が､着底前に水槽の側面に当たって向きを変えた場合はデー











ここで､,N (t)は､時刻 t分に水底に静止している個体の数であり (泳いでいる個体
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皆様､並びに (秩)山形屋水産の皆様には大変お世苗になりました｡記 して感謝致 します｡
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